村岡典嗣と人文科学研究費 by 本村  昌文
村岡典嗣と人文科学研究費












着任し、文化史学第 1 講座担任として昭和21年（1946） 3 月に退官するまで研究・教育に従事













































































所属 氏名 専門 生没年（年齢）
東大教授 和辻　哲郎 倫理 1889年～1960年（54）
京大教授 田邊　元 哲学 1885年～1962年（58）
東北大教授 高橋　里美 哲学 1886年～1964年（56）
東大教授 戸田　貞三 社会学 1887年～1955年（56）
京大教授 高田　保馬 社会学 1883年～1972年（59）
臺北大教授 移川　子之蔵 民族学 1884年～1947年（58）
東京文理大教授 田中　寛一 教育学 1882年～1962年（61）
九大教授 佐久間　鼎 心理学 1888年～1970年（55）
東大名誉教授 吉田 　熊次    教育学 1874年～1964年（69）
京大教授 木村　素衛 教育学 1895年～1946年（48）
廣島文理大教授 長田　新 教育学 1887年～1961年（56）
東大教授 宇野　圓空 宗教学 1885年～1949年（58）
東北大教授 武内　義雄 支那学 1886年～1966年（57）
九大教授 楠本　正継 支那哲学 1896年～1963年（46）
京大教授・東大教授（兼） 倉石　武四郎 支那文学 1897年～1975年（46）
京大名誉教授 新村　出 言語学 1876年～1967年（67）
神宮皇学館学長 山田　孝雄 国文学 1875年～1958年（68）
東大教授 久松　潜一 国文学 1894年～1976年（48）
国学院教授 武田　祐吉 国文学 1886年～1958年（57）
慶應義塾大教授・国学院大学教授 折口　信夫 国文学 1887年～1953年（56）
東大名誉教授 辻　善之助 国史 1877年～1955年（66）
東大教授 平泉　澄 国史 1895年～1984年（48）
京大教授 西田　直二郎 国史 1886年～1964年（56）
東北大教授・東京文理大教授 村岡　典嗣 日本思想史・文化史 1884年～1946年（59）
東大教授 和田　清 東洋史 1890年～1963年（52）
東大教授 宇井　伯壽 印度哲学 1882年～1963年（61）
東大教授 今井　登志喜 西洋学 1886年～1950年（57）
東北大教授 大類　伸 西洋学 1884年～1975年（59）
臺北大総長 安藤　正次 言語学 1878年～1952年（65）
京大名誉教授 矢野　仁一 東洋史 1872年～1970年（71）
京大総長 羽田　亨 東洋史 1882年～1955年（61）
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	表 2 　「人文科学研究費」に採択された研究題目（昭和19年度）
大題目 小題目 担当者及所属 配当額 備考
502 佛印法制ノ調査研究 佛印法制調査研究序説 石崎　政一郎（東北） 1,000 ※（東大）宮澤俊義
504 企業態勢ノ調査研究 カルテル、コンツェルン 大隅　健一郎（京都） 900 ※（東大）田中耕太郎
有限會社 伊澤　孝平（東北） 500
企業ニ於ケル自由ト統制 柳瀬　良幹（東北） 500














































701 國防經済ノ理論 国防經済、廣域經済 松岡　孝児（京都） 600 ※（東大）橋爪明男






























709 戦争經済史ノ研究 日本戦時農鉱業史 黒正　巌（京都） 900 ※（大阪商大）本庄榮次
　　郎
日本戦時工業史 堀江　保蔵（京都） 900
711 利子ノ理論政策研究 乗数理論 青山　秀夫（京都） 650 ※（民族研究所長）
　　高田保馬
＊大題目・小題目の表記は原資料のままである。	 	 	 	 	
＊配当額の単位は「円」。		 	 	 	
＊備考欄の※は研究班長を示す。	 	 	 	 	
＊『科学研究費手当関係書類』（東北大学史料館所蔵）、『人文科学研究費ニ関スル書類』『評議会議事録』（京
都大学大学文書館所蔵）により作成。	 	 	 	 	
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表であった「民族性ノ比較研究」を含む 3 つの研究題目は、担当者が 1 つの大学の教官で構成
されている。











































































研究テーマ 担当テーマ 氏名 所属









































































































（10）『学術研究会議官制』第 1条（勅令第297号、大正 9年 8月25日）。
（11）『公文類聚』第67編（国立公文書館所蔵）。
（12）青木前掲注（ 9）「第二次世界大戦中の科学動員と学術研究会議の研究班」を参照。
（13）学術研究会議会則によれば、第 6部の定員は30名である。
（14）京都帝国大学『評議会関係書類』昭和十九年（京都大学大学文書館所蔵）。
（15）吉葉恭行「戦時科学技術動員下の東北帝国大学―大久保準三文書を手掛かりとして―」
（『東北大学史料館紀要』第 7号、2012年）。
（16）『科学研究手当関係書類』（東北大学史料館蔵）。
（17）『東北大学百年史』第 4巻・265頁（東北大学、2003年）。
（18）同上・260頁。
（19）同上・360頁。
（20）同上・284頁。
（21）同上・373頁、398頁。
（22）池上注（ 4）前掲論文「村岡典嗣年譜（ 3）」。
（23）海後宗臣は昭和18年度に東北帝国大学法文学部の講師を務めている（『東北帝国大学一
覧』昭和18年度・323頁、東北大学史料館所蔵）。
（24）以上の資料に加え、村岡の研究室に所蔵されていた「民族性」に関する図書目録ノー
トも残されており、いかなる書籍を参照しながら研究を進めていったのかという点に
も光を当てることが可能である。
（25）注（ 8）拙稿参照。
（26）『日本思想史研究』第四「はしがき」（岩波書店、1947年）。

